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研究機関紹介

アルゼンチンの社会科学研究所bよび図書館
トルクワト・ディ・テーリャ研究所を中心として一一

アルゼンチνにおけるけJ公科学分野の研究機関l土ロサ

リオ，コルドパ，メンドサ，ツクマンなどの地方主要都

市にも益要なものがいくつか存在するが，その中心はや

はり全人口のn%近くを~，z収するプエノス γ イ L ス市に

求められと ：，。大学付属研究所‘官庁協が研究決関もさ
ることながら，研究領域および研究業績，専任研究員の

数などからまず重視しなければならないのはトルクワ卜

・ディ・チーリャ（TorcuatoDi Tella）研均所であれ

同研究所はr，しゼンチンの任会科学分野lこおける一つの

中心的役切た果たしてきた2；＇~~；ごよい。本￥1，：；己主ディ・

テーリャ研究所を中心に，プエノスアイレス市における

アルゼンチンおよびラテンアメリカを対象とする主要な

社会科つ叶iJf:i'G陵商およびtil}¥=fl1'fについーて紅介！ ：＿；、こう

と思うe

ディ・チ一一 IJャ研究所はブJ_／スアイレスIiiVJ中心街

から少し離れた高級住宅地の一つであるベルグラーノ地

区のーl閣にあり，社会科学と医学の2部門からなヮてい

る。か＇）ごブ p リダ＇fijに美術：：llf11Jの研究所をお Jていた

が，197（向末財政上の隠凶から閉鎖されることになった。

社会科学部門は経済（Centrode Investigaciones Econ6-

micas），社会学（Centrode Investigaciones Sociales）都

市および地域研究（Centro de Estudios U計四nosy 

Regionalcs），公共行政（Centrode Jnve,tigaci川 esen 

Administra仁川flp古blica)_ 教育（Centrode lnHsstiga-

ciones en Ciencias de la Educaci6n）の五つからなる

調査研究部門に）JIIえて，コンピ斗ータ一定，図書rm.rn 
）阪会などか，，h加えされてヤる。ここでは松山， i'I:会学，

都rliお上ひ、地域研究の部l"Jおよび図書部仁 Jル、ごみてい

くことにする。

当研究所は1958年7月四日に設立された。実質的な創

立者は TorcuatoDi Tella財団（機械，電気製品部門を

中心とする大企業）の元社長 1、orcuatoDi T，ぅlla氏であ

るが，研究所の発足をみる前に死去され，その立国は二

I I 0 

今 い井 乙子

人の子息TorcuatoDi Tella （トiニ：宇有）およひ（，uido

Di Tella（経済学者1同教授をはじめとする研究者に継承

され今日に至っている。創立の精神は「営利を目的とせ

ず一一（中略）一一研究の自由と独立を尊重しながら一一

（中略〕一一アルゼンチンおよびラテンアメリカの現

・t」（lnstitutoTnrcuato Di Tella，λIemoria y Ralan一
日 l/168,p. 9) i究川し，かつ今日世界が直面してし、

るより普遍的な課題に取り組むこととされている。研究

所運営の資金源は主として DiTella財団からのもので

ある:IJ，，その他7ォード，ロック 7ェヰー両財団，社会

ll'f: ,ilf究審議会（SocialScience Research C心uncil一
二ーヨークに本部ふり1，ユネスコ，同際開発銀行（IDB;,

アルゼンチンの科学技術研究国家審議会（ConsejoN仕

cional de Investigaciones Cientificas y Tecnicas）など

か：二も助成金を交けている。財政｜二の問題から約70市 l二

{Jtrわれた組織ιtii土t士会科学部門には及ばなかった。
研光キ国哉は専任研究員を主軸として構成されている

が，アルゼンチンおよび外国の研究者，研究機関との学

術協力が重視され，外国からの客員研究員を受け入れる

と同守に，同研究所がらもラテンアメリカおよひ欧米諸

｜ヨいれ｜究者を立り出している。所長 Roberto 山 rte,

Conde教授の話によると，研究課題の設定，研究期間の

決定など研究計画立案にあたっては各研究員の自主性が

煎耳まされ，研究形態l立個人研究を中4仁、とするが，ヰーマ

に，l－.：，てはグJoーワ！研究を組織することもある。所内研

究会を通して研究口相互聞の意見交流が行なわれ，また

外部に対しては定期的にゼミナールが開催されるとのこ

とである。それでは次に各部門ごとにその研究活動につ

1.＇亡みていくことにしよう。

｜経済部門）

J-f研究員のリストを掲げよう。

研究部長： AlbertoPetrecolla （以下敬称略〉

主任研究員： MarioBrodersohn, Adolfo Canitrot, 

Jorge Katz, :Rolf Mantel, Ana M. Martirena 

Mantel, Javier Villanue刊他。
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客員研究員； DavidFelix, J-Carlio Goppers 

他研究助手：者干名e

この部門は社会科学分野では最も早い， 19時0年8月1

日に設立された。その目的は経済理論の研充水準乞高／），

ると同時に， 7理論のrri実而への適用tこおかjLてヤら。

1971, 72年の研究はインブレ一シヨンに；怜人》J：がおかれ，

「午lj子2与7 イ1－スの fン）ア c－経1存にJ;itる；Jj貨政可jの主力

；存↑Z主J(I¥f. Br“dじrsol】11
策の効果」（R.Mantel），「アルゼンチンのインフレ問題

と所得分配」 (J.Vil!anuena），刊行対価出変flJの7今Pt[

済的効果J(A. Canitrot）などの研究が進めt，れている！

1950年代後半から1960年代初めにかけてラテンアメリカ

では，遥i守学fJ長と構泣学rr1｛とのl/tl1こf可1在な fンフ L〆論tノj

が起こつたことは周知の雪葬実であるが，両者聞の理論刊

での論争は1960年代前半においてほff－・段訴し，ノとれJ'/,

ll年研究のle限ぷはむしろ f：フ L過むに関寸る実泊分布

に移行していく傾向にある。 1972年のアルゼンチンにお

ける年間fンブレヨ容は60%な上ドわりとのiをもイ v フL

率は増力i巾1向t<:ii";しでいる U 今ヤイン吋レitアJl・｛＇ンチ

ンがかかえる最も深刻な経済問題になっており，研究課

題の，＆＇定もこうした言、 E済t,'i:法をl.：.映しにものであ九 { 
ンブレ問閣の収；h 「私的投資の金融的インセンティブJ
(M. Brodersohn），「外国投資の効果J(J. Villanueva), 

「特持と経済相Ji¥J(l Kalz）など，資本主； tび技術的

入に関すろ研究．さらには「アルゼンチンにおける工業

化の発生過程」 (J.Villanueva），「1880!:fかう1930年に引

けてのアルゼLイン経済の港反と農業山内J(R. じort~s

Conde）などの謄史的実証研究が進展中である。

〔社会学部門〕

研究郊長 EzequielGallo 

主任研究員・ Oscar Cornblit, Esther Hermitte, 

Eliseo-Ver6n 

研究［l:Alfredo Lattes, Zulma Recehi11i de 

Lattes, Ruth Sautu, Silvia Sigal, Catalina Wei・ 

nerman 

客員研究CtTulio Halperin Donglii, lアranei凡！，on,.
Robertり Martinez Noguerira, David Rock, 

Juan Carlos ・1、orre,Ale janrlro Porl凶

他契約研究ll，研究jl}j手： 4名。

社会科学部門の設立については，研究所設立時点から

構J倍、がねられてL、たが，その実F¥!i土19fr1年 1月に持たた

りればならなかった。設立初期は欧米諸国で社会学を学

んできた研究者によって組織されたが，現在では研究領

研究機関紹介一ーー工

域も拡大L，人い問題，社会心理学，文化人類学， f士会
歴史ヤ，統計A学などの専門家がら構成されている。 1971,

72年に行なわれた研究の中には，人口問題，とくに移民，

農釈から都市への人It流出，就制，'lei成に関すζ〉も C'), fこ

とえば「；過去，主：＼！在，将来におけるアルゼンチンの人口

すう勢」（A.Lattes), 「1947年以降の労働力構成におけ

る変化の尚要因」（A.Lattes, Z. R. de Lattes, R. Sautu) 

「1869年から1970年までのアルゼンチンの労働力J(Z.R. 

de Lattes), 「1947年から1970年ぶかftてのアルゼンチ

ン人r1の列漫J（主.Lattes）‘ 「Ul69•年から19(ill年までの

アルゼンチンにおける出生率J(A. M. Rothman），「1855

年か九196（）年ま？のア三ノスア fLス1＼－；におヴる死亡

手J:l¥T. S. Muller），「径約発展と就業情成」 r,R.Sautu) 

などの研究課題に取組んでいる。その他，労働運動，そ

して工り広L、社会経科情造の変化企扱JたものとLて，

「ア•l ゼ乙チンどおける労働組ftと労働者階級J (J. C. 

Torre), 「1890年から1946年までのアルゼンチンにおけ

る政治勢力J〕行動様式＇ (0. Cornhlit, E. Gallo），「18世

紀中葉のアノレトペルーにおける反乱とその社会経済的背

景」（0.Cornblit), 「1920年から1930年にかけてのブエ

ノスアイレスの社会構造J(F. Kりrn), 『サLタブェfl[

における穀作の拡大と政治社会的変化（1870-18日）」な

どカミふる。

L都市，地域研究部門〕

研究部長： AlejandroB. Rofman 

主任研究員： Jos,' L.仁oraggin,Jorge E. Hard句、

Mario 仁 Roi,irosa, Cesar Vaμiiarsky, Oscar 

Yujnovsky 

問先員.Edgardo Derbes, 0へはrFi占

ち：員ii.If究員 Ra{il Basaldua、 Alherto Federico, 

Marcos Kap：。n, Margot Romano, Horacio 
To1rじs,l¥!aria :vlagdalena Chirico, Cuillcrmo 

Flichman、Rul込nGazzoli, Oscar Moγcno 

他研究助手： 1名。

昨今注fl主れはじめた都！行問題およびl也域開発の研究

主－/ft.： う／二；へグエノスア fレス同立大学f、of属の都市，
地域研究所が新たに1968年， DiTella研究所内に移転，

没置3れにもので，部「Ii，地域開発計凶立案のための基

礎分析を行なう三とを目的としているc 「アルゼンチン

の都市中心部の経済構造」(J.L. Coraggio），「ラテンアメ

リカにお付る都一「Ii化の背景（1870 1930) ](J.E. Hanloy) 

「ラテンアメリカの都市改革と都市政策」(J.E. Hardoy) 

「大ロサ3オ地域における経済的動の構造と汁函J(A. 

I I I 
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研究機翻紹介

B. Rofman）♂ 「アノレゼシチンにおける都市化過程のへ

I l生態学的分析（1870 1970)J (C. Vap凸arsky), I /J 

府の全経済部門に関する予備的報告〔1953--67）」（A.日．

Rofman), 「内陸部における公共事業の効果」（R.Goz・ 

zoli），「アルピンチLのけ宅市場活造と政策J(0. yujno、
sky）などの研究課題が進められている。

各部門の研究成果は同研究所出版会から研究所出版物

どして花長されるnc\•, DesarrollυEcoπ6mico, Revistιz 

de Ciencias Ecoπ6micas, Econ6micaなどの己芸術雑誌む

に掲載されている。それでは次に図書部についてみてい

くことにしj、う。

〔図膏部門〕

図書主部長：Emma Linares 

関吉右［I員：Nelly Laura p出：ede Kay, Susm1a 

Fran仁hini

他アシスタント J者干名。

当研究j苛の社会科学部門の関am：は1960>Hこ設立され
広く一般に：’ミ隠され口、る。ブエノスアイ Lス市のみで

なくアルゼンチン全閣の図書館相互間の貸借関係が確立

しているひ，j主書は「同際十進法｜に思づいごうYmされ，h
斤，書r,.rri：題grJ11紋が整俄されている。 EどまったIll
刷物の形態で出版されている蔵番目録は1966年までのも

のであるが，その後に／山、ては BoldinBil,li叩 raficoぶ

定期的に作1N：されて1，叩。収先分！？子は社会科】tとくにつJ
済，社会学，労働問題，教育にカ点がおかれており，現

在書籍教は 1 万2700刊を越え，日IJた定期 J可in~均 97伺 HIト

(1397タfトyレ）， ・？イクロフ f!Iム 132科，地図146lllt.

ゼロックス印刷559許［Iを所蔵している。泣；令集， i義事鍛
などの一次資料に関してはあt主りf堅宮とはいえないが噌
ラテンγ

同内，間外からの閲覧者を広く受け入れ，年7000人を越

える利用者があるとのことである。

以上むデ f・テーリャ研究所の紹介を終え：；，－／）；，よ ；）

細かい点については近々出版予定の!vfemo門dy Balance 

1.973 C 5年ごと出版〕を参照されたい。 （同研究所所在

日uperi15（沼、 Buenos/¥ires C. F.: 

II 

次にYエノスアイレス市における社会手ト'flVf究所で：fi.

望書と思われるもののいくつかを簡単に紹介しておこう。

1. プエノスアイレス大学経済学部付属経済学研究

所（Institutode Investigaciones Econ6micas) （所11:

白山ha2122, Buenos]Aires:c. F.）フェノスアイし

112 

三［if；う：大学経済宇部の研究所で研究スノタッフの多く i主

学郊の講義をW~i。個人研究を中心に理論研究が多

い。アルゼンチン経済史の分野は VicenteVazquez 

Presedo, Pedro Skupch阿教授などにより研究が進

められている。なお所長 JulioH. c;. Olivera教授ほ

ラテンアメリカのインフレ論争における構造学派の代

表的論客の 1人である。 12名の研究員と 4名の研究協

力計三かちた ，：，。

2. ラテンアメリカ統合払噛研究所（Institutopara 

la Integraci6n de AmるricaLatina) 

♂巳rrito264, Buenos Aires C. F.および Sarmten-

to 1118, Buenos Aires C. F.) 

閣際開発銀行により 1964年に設立され，ラテンアメ

リカの統合問題に関する調査研究，資料収集を目的と

する統合に関する資料は集中的によくそろえられてお

り，図書館相互聞の貸借システムに加入している。研

究＇ii'.果は Jl¥'TAL出版部工り出版され，月刊 Boletin

rlc la lntegracionにより Ul版案内がなされる。所長

Felipe Tami （以下敬称略）。

:l 国際紅済協力研究所（Oficin" cl e Estudi例 para

b C内laboraじionEcon6rnic江 Intern山 ional)(Cerrito 

740, Buenos Aires C. F.) 

「ヤリヤ系資本フィアノF トの付属研究所であるが．

m究ち針は工リq：究的たところにおかれてきたと＼、っ
て上い。 1957年に設立され，ラテンアメリカ経済発展

のザ能性を探ろべく，研究の重点、t土各凶の経済叫が、の

宇l''Jfs:におかれてきた。車旺椛ii調査研究部左資料部に分

かれている。 1958年以降ラテンアメリカ諸国の各国別

れ：九金融ι1i1する研究「。ロジェクトがもたれ．その

r,t ＇~t ：土同研究所fトら出版されてきたc 実念ながhJ! 1政

上の理由から1972年後半以降組織の縮小，改組が行な

われている。所長 LorenzoJuan Sigaut. 

・l. 経済任会発展研究所（Institutode Des;;rr1ーバlo

Econ6mico y Social) (GUemes 3950, Buenos Aires 

C. F.）設立の主たる意図は咋術的研究の出版および研

司庁tll互開山tど流を図るところにおかれているたlh,

調査研究部門はもたず，図書部も小規模なものである。

しかしながら会員制度のもとで，経済，政治，法律，

tl；）学などt二問する研究会，ゼミナ－／！・を開1rrL、活
発な議論の場を提供している。 TrimestreEon6mico 

と並んでラテンアメリカにおける重要な学術雑誌

Desarrollo Econ6mico 〔不干のを／ Lilt~。所長 Oscar

Altimir出版部長 Torcuato Di Tell～ 
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5. ニァ子ンア dリカu会科学寄ぷ会（ConsejoJ .ati ・ 
noamericano de Ciencias Sociales) (Lavalle 1171, 

4'-piso, Buenoメ Aires仁 F.)

ラテンアメリカ研究の組織化，協力体制の創出を目ぎ

Lて1%7年に設立されたc これまでの社会科学研究'11

の養成が欧米諸国に依存し（きた二とを以討しなふら

弓テンア式リカ地域内における社合科学研究の自立的

発展を.，，の目 t~：こ掲げて L、る。没、主のご！行法ラニr;. 
アメリカ各国の社会科学研究所および研究者の相笈交

流をはわるためや務局的役，l,1］を果たすところにおかれ

ている。現在進店主中の研究プロジェクトは，人口問題，

m市化と地域開発，経済統合と国L•；経済，？きH間匙L

経済的従属’性，ラテンアイ I＿）カの討しμ十資料義理，則合i

経済の史的研究，教育問題など多岐にわたっている。

弓テン：fメリカの10カ匿‘ 60近くの研究段！引活参加し

ている。事務局長‘ EnriqueOteiza0 

その他重要なものとしてFunda仁川主 Bariloche,I lt・・ 

partamento de Sociologla (Suipacha 552, 1 °-piso, Of. 

¥). 10), Fundac1凸n de lnvestig<1c iハn白 Ee廿n6micas

Latinoamericanas (Esmera!cla 32！め， Estudi os de ！日

Ciencia Latinoamericana (Callao 542），ブごtノスアイ

レ ζ1'1il立大宇t'r文•＇／）百1内社会F，歴史{iJf究センター， I«]

大学法学部付属研究所などがあるが紙数の関係上説明は

制使する。

1
 
1
 
1
 

殺後にブエノスアイレス市にある社会科学関係のおも

な同書館リストを掲ii守ておく。

l. Bil,lio1eca Nadonal (i0Jr在 t¥1exicoci64, Buenos 

Air田 C F.) アルゼンチンにおける肢も蔵書数の

多い総什図書釘L,

2. Archivo General de la Nacion (Leandro Alem 

250, B山、，nosAires C. i「1 古文ぷ歴史文献を収

集。

:l. Bihlioteca ,I,, la Fa<'ult出1de Ciencias Econ6mi-

cas de L, Universidad de Bue‘nos Aires (C6rdolは

2122, Buenos Aires C. F.) 

-1 Bil】liotecaCentral de la Facultad de Filos円fLζ1

y Letras de la Universidad de Buenos Aires (25 

de Mayo 217, Buenoぉ AiresC，ド．）

5. Biblioteca de la Facultad de Derecho y Cien～ 

cias Socialeo (Av. F. Alcorta 2263, Buenos Aires 

C. F.) 

研究機関紹介旭町古言説即時

6. Departaments de Biblioteca y Publicas de la 

Facultad de Agronomia y Veterinaria (Av. San 

島1:arti口4453,Buen口同 AiresC. F.) 3～6までi主

ブエノスアイレス国立大学の各学部図書館である。

同大学は中央Iii書館をもたず各学部の官理下tこおか

れている。

7. Bihlioteca de! BanじoTornquist & Cia （訟はto-

Jome Mitre 559, B凶 nosAires C. 1'コ歴史文献

がかなりよくそろっている。

8. Biblioteca de! Instituto p辻rnla lntq'.racioi1 de 

America Latina C前述）

9. Bil,Jiotec:1 del Instituto Tor日uatoI li Tella (i'1i］述）

10. Biblioteca de] Banco Central de la Republica 

Argentina (San Martin 275、BuenosAires C. F.) 

経済，統計q，心。一次資料もかなり豊店。

11目 Instituto Nacional de Estadistica y C日nsos

(HipのlitoYrigoyen 250、12°-pi附， Of.1213, Buenos 

Aires C. F.）官庁統計が中心。最新の政府関係、出

版杓販売部も恥り。

12. Biblioteca de¥ Congreso d巴 laNacion (Rivada・

via JS;iO, Buens Aoircs C. F.) 官＇J｝悶↑系，とくに

議事、iJ，法；，Jlなどが中心。
l:l. Biblioteca de¥ Ministerio de Agricultura y Ga-

nadc:ri九（PascoCol{in 974, Buenos AiresC. F.) 

農牧苦言業に関する統計，調査，研究書の収集。

14. Bihliotec:i de la l"t111daci6n de Inv白 tigac,ones

Econ6micas Latinoamericanos (Esmeralda 320, 

Bul'nos Air円 C.Fλ ラテ＞7メリり経済虻関す

る研究苦手，統計が中心。調査研究部門ば「ラテンア

メリカ社会科学審議会」に参加している。

以上で fエノ王アイレミ1nの主i,¥l[t；研究機関および図
書館についての紹介をひとまず終えることにする。社会

科学分里？としなカ； 1・＿，経済町 fr,f史に傾得した怖いがあり，

またブエノスアイレス市以外についてはまったく触れて

し、ない山で祁分（ドJなものになったが‘大体(I）アウトヰ f

Lなつかんで戴Hとかを思う。最後に，拙稿を準航すiむ

にあたり，忙しい時間をさいて筆者の質問に答えて下さ

〉とディ・テー 1）ャ研究所の Rol1ertoCores Conde教

授をはじめとする各研究所，図書館関係の方々に謝意を

去しておきたい。

（在プエノ λアイレス 海外派遣員〉
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